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１．はじめに 

シールド工事における生産性の向上および品質管理の高度化を目的として『シールド情報統合管理システ

ム』（図-1）を開発した 1)．本システムは，施工段階において逐次収集される多様な情報を，シールド掘進管

理 PC を主幹として進捗に応じて相互に統合させ，一元的に管理・運用できる技術である． 

構成する要素技術としては①資材管理，②受入検査，③写真管理，④セグメント情報管理，⑤路面変状管理

があり，本文では「④セグメント情報管理」について，システムの概要と実現場での導入実験結果を報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．セグメント情報管理の概要 

近年シールドトンネルの施工においては，施工時の品質管理の高度化や合理化が求められるばかりでなく，

供用後の維持管理性も視野に入れた施工情報のデータベース構築が必要となってきている２）． 

これらの要求にこたえるため，セグメント情報管理システムは，セグメントのトレーサビリティを容易に行

うことで，①どこの工場で②どんな材料を用いて③いつ，どんな品質で作ったセグメントを④いつ現場に搬入

して⑤どのような掘進条件で⑥トンネルのどの位置に組立てたかをデータベース化することで瞬時に検索で

きるシステムとして開発した（図-3）．以下にシステムの概要を示す． 

(1) 情報管理の手段 
1)セグメントピースの識別 

工場製作時に全てのセグメントピースに対して，固有情報（以下ＩＤとす

る）を与え，製作時情報とともに２次元コード（写真-1）に入力して，セグ

メントピースに貼付けることで，１ピース毎の識別管理を行う． 
2)セグメントピースの追跡 
工場出荷時からセグメント組立までの各施工段階で，セグメントピースに

貼付けた２次元コードをスキャナーで読込み，時系列でデータを収集する．

収集したデータは，ネットワークを通じてシステムのデータベース（図-2）

に転送し，自動的に整理を行う．  
3)トンネル情報のデータベース化 
データベースでは各情報のセグメントＩＤを照合し，トンネルのリング

番号をキーとして整理して，一元的に管理する．データの閲覧や抽出は，

「トンネル情報シート」（図-4）を作成することで，リング番号から容易に行えるようにした． 
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写真-1 ２次元コードの読取り
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図-1 シールド情報統合管理システム 

図-2 セグメントデータベース
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３．現場導入実験 

(1) 実験内容 

本システムの施工性の検証とシステムの稼動確認を兼ねて，セグメント内径

5,450mm，施工延長 1,100m の雨水幹線下水道工事において実験施工を行った． 

実験では，セグメント工場でセグメントの製造情報（打設時期，コンクリート

の品質記録など）をデータシートに入力し，各セグメントピースにはＩＤ認識用

の２次元コードを貼付けた上で，現場において一連の作業性，適用性を確認した． 

(2) 実験結果 

実験施工では下記の情報を収集し，トンネル情報シート（図-4）として統合

して運用を確認した．各履歴収集場所においては施工の複雑さなどはなく，ス

ムーズな運用であった． 

・セグメントの製造情報（製造日，使用材料など） 

・出荷，受入，組立などの履歴に関する情報 

・受入検査，工程内検査に代表される品質管理情報 

・シールド施工情報（掘進データ，測量データなど） 

(3) 得られた知見 

トンネル情報シートでは，セグメント

リング毎に画面上で簡単に情報が取り

出せるように工夫した．また，掘進管理

システムのデータを統合したことで，施

工時のデータも同じデータベースの中

に存在し，従来，別々に管理されていた

データの一元化ができた． 

４．おわりに 

物流の管理手法として用いられる技

術を応用し，シールド施工時の品質管理

の高度化と供用後の維持管理性の向上

に役立つシステムを開発した． 

今後，シールド工事での積極的なシステム導入を図るとともに，推進管やボックスカルバートなどコンクリ

ート二次製品にも範囲を拡大して，各々の施工分野で活用する． 
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写真-2 受入れ履歴情報の 
読取り状況(ヤード)
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図-4 トンネル情報シート 
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